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研究成果の概要（和文）：本研究では「複合国家イギリス」の形成過程を、イングランドだけでなくウェールズ
やスコットランド、アイルランド、アメリカ植民地といった諸地域の動向に注意して考察した。代表者の岩井、
分担者の山本信太郎、仲丸がウェールズ史に即し、分担者の小林がスコットランド史に即し、分担者の山本正、
那須、竹澤、菅原秀二がアイルランド史に即し、分担者の道重がアメリカ植民地に即して実証研究を継続した。
分担者の辻本と菅原未宇は、それぞれ軍隊と教育をテーマとし、共同研究に加わった。
　その際留意したのは、各地域を別個に扱うのではなく、地域連鎖という観点から各地域間の相互作用を重視
し、関係史的アプローチを心掛けたことである。

研究成果の概要（英文）：This study examines the formation process of the "composite state of Great 
Britain," paying attention to developments not only in England but also in Wales, Scotland, Ireland,
 and the American colonies. Principal Investigator Jun Iwai and Co-Investigators Shintaro Yamamoto 
and Hideki Nakamaru focused on Welsh history, Co-Investigator Maiko Kobayashi focused on Scottish 
history, Co-Investigators Tadashi Yamamoto, Kei Nasu, Hiroyuki Takezawa, and Shuji Sugawara focused 
on Irish history, and Co-Investigator Ichiro Michishige continued empirical research on the American
 colonies. Co-Investigators Satoshi Tsujimoto and Miu Sugawara joined the joint research, focusing 
on the military and education.
　In doing so, they were careful to take a relational-historical approach, emphasizing the 
interactions among the regions from the perspective of regional linkages, rather than treating each 
region separately.

研究分野：イギリス近世・近代史

キーワード： ブリテン史　複合国家　イングランド　ウェールズ　スコットランド　アイルランド　アメリカ植民地
　地域と紐帯

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
従来は、絶対王政とピューリタン革命と名誉革命の原因・展開・帰結という視点からイングランド中心に語られ
ることの多い16-18世紀のブリテン諸島史を、本研究は、ウェールズやスコットランド、アイルランド、アメリ
カ植民地といった諸地域まで視野を広げて考察した。この点に最大の学術的意義を認めることができる。研究メ
ンバーは、国内と海外で史料調査を行い、科研費を用いて連合王国での調査に従事した。代表者の岩井もロンド
ン大学歴史研究所を中心に史料調査を行うことができた。2022年度は共同研究を結実させ、11月に本科研の成果
として『複合国家イギリスの地域と紐帯』刀水書房を刊行したことを付記しておきたい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１. 研究開始当初の背景 
 
本科研・基盤Ｂ「複合国家イギリスの形成と地域的連鎖―多元的地域世界の解明―」(研究
代表者は岩井淳)による共同研究は、2017年度から開始され、コロナ禍による２年間の延長期
間を入れて計6年間にわたり継続された。本科研は、最終年度にあたる2022年の11月に、共
同研究の成果として『複合国家イギリスの地域と紐帯』を出版することができた。この本は、
2012年に刊行された前書・岩井淳編『複合国家イギリスの宗教と社会――ブリテン国家の創出』
(ミネルヴァ書房)の続編という性格をもっている。前書もまた、科研による共同研究の成果で
あった。以下では、第一に研究開始当初の背景、第二に本科研の研究方法、第三に本科研の研
究目的、第四に本科研の研究成果を記しておきたい。より詳細は、岩井淳・道重一郎編『複合
国家イギリスの地域と紐帯』(刀水書房、2022年)を参照していただきたい。 
第一に、本科研の成果である論集は、前書の出版から、ちょうど10年目となる2022年に刊
行された。前書が17世紀を中心に論じたのに対して、本科研は16～18世紀という長期の視座
を設け、そこからブリテン複合国家の形成を考察している。研究開始当初の背景として触れる
べきは、2012年からの10年間に、複合国家論にとって見逃せない学術的・現実的な進展があ
ったことであろう。 
それらは、本研究にヒントを与え、論集刊行を推し進める原動力となった。最初に学術的な
背景から述べよう。2012年以降、日本語で書かれたものに限っても豊かな成果を見た。何より
特筆すべきは、複合国家論の古典ともいうべきＪ・Ｈ・エリオット、Ｈ・Ｇ・ケーニヒスバー
ガらの翻訳論文を含む論集(古谷大輔・近藤和彦編『礫岩のようなヨーロッパ』山川出版社、
2016年)が出版されたことである。歴史学と思想史を架橋する岩井淳・竹澤祐丈編『ヨーロッ
パ複合国家論の可能性』(ミネルヴァ書房、2021年)の刊行も付記すべきであろう。 
国別に見ると、ブリテン諸島史では、2009年から始まったラングフォード監修 (鶴島博和日
本語版監修)『オックスフォード ブリテン諸島の歴史』全11巻(慶應義塾大学出版会、2009
～15年)の出版が完結した。中東欧を舞台にしたハプスブルク帝国史では、複合国家論を視野
に収めた大津留厚・水野博子・河野淳・岩崎周一編『ハプスブルク史研究入門』(昭和堂、2013
年)と大津留厚編『「民族自決」という幻影』(昭和堂、2020年)が刊行された。また、主権国家
論の影響が強いフランス史にあっても、仲松優子『アンシアン・レジーム期フランスの権力秩
序』(有志舎、2017年)が現れた。スペイン史でも、立石博高編『スペイン帝国と複合君主政』
(昭和堂、2018年)と立石博高『歴史のなかのカタルーニャ』(山川出版社、2020年)が登場し
た。これらによって、主権国家から国民国家へという従来の見解とは異なるヨーロッパ史理解
の道筋が、確実に現れてきたように思われる。 
こうした学術的背景に加え、現実に起きた国際的な出来事も、複合国家論への関心を呼び覚
ましている。例えば、2014年 9月のスコットランド独立を問う住民投票、16年 6月の連合王
国のＥＵ離脱を問う国民投票、20年 1月の連合王国のＥＵ離脱実現といった一連の出来事は、
近世に成立した複合国家の枠組みを再び浮かび上がらせた。ＥＵ離脱＝「ブレグジット」は、
一部で主張されるような主権国家への回帰という単純な見方では説明がつかないだろう。なぜ
なら「ブレグジット」の結果、スコットランドがＥＵ復帰を求め、連合王国からの離脱を求め
るといった複雑な展開が予想されるからである。連合王国解体の問題は、それが成立した歴史
的過程に目を向けさせ、ブリテン近世史の再検討を促している。 
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２. 研究の方法 
 
本科研による研究会は、イギリス革命史研究会のメンバーを中心に、2017年度に発足した。
当初の構成員は13名であった。基盤Ｂの共同研究としては比較的大所帯であったが、近世の
ブリテン諸島を中心に複合国家の歴史をたどるという手法を共有することができ、その年の4
月から研究会を開始した。本科研による研究方法は、以下で示すように、研究代表者と研究分
担者を有機的に組み合わせ、各人の役割を明確にした共同研究の遂行と言うことができる。具
体的には、代表者の岩井淳と分担者の山本信太郎、仲丸英起、指昭博がウェールズの視点から、
分担者の小林麻衣子がスコットランドの視点から、分担者の那須敬、山本正、竹澤祐丈、菅原
秀二がアイルランドの視点から、分担者の道重一郎、大西晴樹がアメリカ植民地の視点から、
それぞれ近世ブリテンの複合国家を検討した。途中から本科研の分担者に加わった菅原未宇と
辻本諭は、それぞれ教育と軍隊の観点から複合国家の紐帯を考察した。研究会は合計10回開
催され、厳しいながらも有意義な時を過ごすことができた。 
 
第一回研究会 2017年 4月 30日、神奈川大学にて執筆予定者全員が構想を報告 
第二回研究会 2017 年 8 月 11～13 日、国際基督教大学にて合宿形式で岩井淳、山本信太郎、
仲丸英起、小林麻衣子、那須敬、山本正、菅原秀二、菅原未宇、辻本諭、道重一郎が報告 
第三回研究会 2018年 2月 16～17日、京都大学にて指昭博、竹澤祐丈、大西晴樹が報告 
第四回研究会 2018年 9月 29～30日、神奈川大学にて岩井、小林、菅原(未)、辻本が報告 
第五回研究会 2019 年 2 月 21～23 日、東洋大学熱海研修センターにて合宿形式で山本(信)、
仲丸、指、那須、山本(正)、竹澤、菅原(秀)、道重、大西が報告 
第六回研究会 2019年 9月 9～11日、北海学園大学にて岩井、山本(信)、仲丸、菅原(未)、辻
本が報告 
第七回研究会 2020 年 2 月 22～24 日、大阪経済大学にて指、小林、那須、山本(正)、竹澤、
菅原(秀)、道重が報告 
第八回研究会 2020年9月12～13日、オンライン方式で岩井、山本(信)、仲丸、小林、菅原(未)、
辻本が報告 
第九回研究会 2021 年 2 月 20～21 日、オンライン方式で那須、山本(正)、竹澤、菅原(秀)、
道重が報告 
第一〇回研究会 2021年 9月 17～19日、オンライン方式で執筆者全員が報告 
 
しかしながら、研究会を続けるうちに、共同研究は、二つの問題と直面することになった。
最初の問題は、2020年春から猛威を振るうようになったコロナ禍のため、対面式研究会を継続
することができなくなったことである。2020年 2月の第七回研究会までは、なんとか対面式を
続けることができたが、それ以後は、オンライン方式に切り替えることを余儀なくされた。ま
た、構成員の何人かが予定していた海外調査も、コロナ禍のために実施が困難となってしまっ
た。ただし、第七回までに対面式の研究会を続け、議論を深めていたので、相互の役割分担な
どを見通せていたのは不幸中の幸いであった。最終段階はオンライン方式を用いて、ある程度
まで研究者間の意思疎通を図ることができた。 
次の問題は、共同研究の期間、構成員の中に大学の要職に就く者が現れ、研究の継続が困難
になったことである。すでに指は、2017年度から神戸市外国語大学の学長を務めていた。これ
に加えて、大西が2019年度から東北学院大学の学長に就任することになった。私たちの研究
会は、同時に二人の学長を擁するという稀有なものとなった。山本正と菅原秀二も、長期にわ
たり大学の要職を務めていた。だが、大学の管理職は多忙を極め、学術研究と両立させるのは
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容易ではない。大西は、当初、アメリカ植民地まで視野を広げ、複合的なブリテン帝国史を描
く予定であったが、2019年度以降、科研による共同研究から離脱することになった。また、指
も近世ウェールズのアイデンティティ研究に取り組んでいたが、諸般の事情により論集への寄
稿をあきらめることになった。二名は、共同研究にとって、代替の利かない貴重なメンバーだ
っただけに、残念に思っている。 
 
３. 研究の目的 
 
本研究は、近世のブリテン諸島とアメリカ植民地を対象に、複合国家の成立過程を論じるも
のである。本研究の目的は大きく３つにまとめられる。 
第一に、本科研は「ブリテン国家」という全体像からいったん離れ、地域に視点を移して近
世のブリテン諸島史を考察した。その中でもウェールズとアイルランドは、重点的に掘り下げ
られた。近世のウェールズ、スコットランド、アイルランドは、イングランドと関わる中で、
どのような歴史をたどっただろうか。この点の解明が第一の目的である。 
第二に、本科研は、地域を出発点にしながらも、そこから複合国家のあり方を検討した。そ
の際、少しでも動態的なアプローチとなることを目指し、諸地域の関連を問う「紐帯」や「地
域連鎖」という概念に着目した。地域から見た複合国家の特色は、いかるなるもので、どのよ
うな「紐帯」が機能したのであろうか。留意すべきは、統合が進んだと言われるウェールズの
事例と、そのように言われないアイルランドとの対比であろう。近世のアイルランドは、ウェ
ールズやスコットランドに比べて、いかなる経験を有したのであろうか。この点の検討が第二
の目的である。 
第三に、本科研は、地域の多様性を示すと同時に、複合国家ブリテンの統合過程で見られた
特色を何点か提示した。統合の「紐帯」は、16世紀から18世紀にかけて、どのように変遷し、
王権や議会以外にも教育や軍隊、貿易活動などは、「紐帯」として、どのような機能を果たし
たのかを明らかにする。この点の考察が第三の目的である。 
 
４. 研究成果 
 
以下では、上述の３つの目的に照らして、研究成果を確認したい。第一に、近世のウェール
ズ、スコットランド、アイルランドは、地域ごとに異なる特色をもっていたが、16～17世紀の
政治的・宗教的出来事に巻き込まれ、各地域とも大きな変容を経験した。本科研の岩井淳、山
本信太郎、仲丸英起の研究は、16～17世紀のウェールズを対象に、合同、宗教改革、ウェール
ズ議会を扱った。それらの議論は多岐にわたるが、総じて言えば、近世のウェールズがイング
ランドと統合される中で、その特色を失ったのではなく、むしろウェールズの独自性が発揮さ
れた点を指摘した。一方で、近世のスコットランドを論じたのが小林麻衣子の研究である。そ
こでは、16～17世紀スコットランドにおけるブリテン人意識を俎上に載せ、ブリテン人意識と
スコットランド人意識が共存し、両者が重層的に折り重なっていたことが示唆された。ウェー
ルズの場合も、スコットランドの場合も、イングランドから多大な影響を受けたが、両地域の
独自性や特色は、消えることなく存続したと言えるだろう。これに対して、那須敬、山本正、
竹澤祐丈、菅原秀二の研究は、16～17 世紀のアイルランドについて考察した。那須と山本は、
17 世紀前半のアイルランドが政治や宗教においてイングランドと深刻な亀裂を経験したこと
を指摘する。山本が示したように、17世紀中葉のピューリタン革命期のアイルランドは、カト
リック同盟が影響力を増し、大陸ヨーロッパのカトリック勢力とつながっていた。しかしなが
ら、竹澤と菅原が論証したように、アイルランドを見るイングランドの眼差しのなかには、力
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ずくでの統合ではなく、宗教的対立を乗り越えようとする思想が存在した。竹澤はジョン・デ
イヴィスの法思想を、菅原はウィリアム・ペティの経済思想を主に取り上げる。このようにブ
リテン諸島における各地域の状況は多様であったが、大きくまとめると、近世ウェールズでは
「統合のなかの独自性」が、近世スコットランドでは「統合のなかの重層性」が見られた。こ
れに対して近世アイルランドでは、イングランドとの政治的・宗教的分裂が支配的であったが、
一部の思想家からは宗教に代わる紐帯が提唱された。これまでの研究は、ウェールズやスコッ
トランドでは「順調な統合」、アイルランドでは「深刻な分裂」という対比を強調する傾向に
あったが、本科研は、単純な対比論をとらず、ウェールズ、スコットランド、アイルランドに
は、統合と、独自性や分離の要素が、それぞれに存在したことを指摘した。 
第二に、本科研は、ブリテン諸島を結びつける紐帯の機能にも留意した。16世紀以降に、複
合国家をまとめる役割を果たしたのは王権やプロテスタンティズムの宗教、議会などであった。
この点は、ウェールズとイングランドの関係を論じた岩井、山本信太郎、仲丸が説得的に示し
ている。しかし、17世紀になると宗教は、統合よりも、むしろ地域間の反目や対立を助長する
要因となり、三王国戦争の主たる原因ともなった。この点については、アイルランドとイング
ランドの亀裂を描いた那須と山本正が掘り下げている。紐帯は、ブリテン諸島の中心地域、つ
まりイングランドから発せられる傾向にあった。これに対して、「地域連鎖」は、1638年以降
の「スコットランド革命」や 1641 年のアイルランド反乱が周辺地域からブリテン諸島各地へ
と波及していった過程を説明するだろう。さらに「地域連鎖」は、中心部による改革の経験を
他地域に移植する際にも用いられた。その実例は、岩井が示したように、16世紀前半にウェー
ルズ合同を達成したイングランドが、この経験を同時代のアイルランドに適用しようとしたプ
ロセスに認めることができる。同じく、17世紀初頭の同君連合以降、イングランドはスコット
ランドとの合同を促進するために、16世紀のウェールズ合同の経験を参考にした。このように
「地域連鎖」は、諸地域間の関係を解き明かすという利点があるだろう。「紐帯」が、イング
ランドと他地域との関係を見るのに適しているのに対して、「地域連鎖」は諸地域間の関係を
照らし出し、時系列での変化をたどるのに適していると言えるかもしれない。これまでの研究
では、イングランドが王権や議会を用いて周辺地域の統合を進めたというイメージが支配的で
あったが、本科研は、ウェールズ、スコットランド、アイルランドごとに対応が異なっており、
イングランドだけでなく、周辺からの視点を交えるべきであることを強調した。 
第三に、本科研は、地域の多様性を示すと同時に、複合国家ブリテンの統合過程で見られた
特色をも提示した。統合の「紐帯」は、17 世紀から 18 世紀にかけて、王権や議会以外にも広
がり、様々な機能を発揮した。菅原未宇、辻本諭、道重一郎の研究は、教育、軍隊、貿易活動
が、17～18世紀の紐帯としてブリテン諸島やブリテン帝国をつなぐ役割を果たしたことを示し
ている。とくに辻本は、名誉革命以後の長い 18 世紀を対象とし、陸軍が地域を越えた人的結
合関係をつくり上げたこと、兵舎システムがアイルランドから始まりブリテン諸島全体に及ん
だことを指摘している。この点は、地域連鎖の事例としても興味深い。こうしてブリテン国家
は多様な地域を包摂しながら、様々な紐帯を張りめぐらし、地域連鎖も伴って、徐々に統合力
を増していったと言えるだろう。これまでの研究は王権や議会といった政治的紐帯を重視して
きたが、本科研では、教育や貿易活動といった社会的・経済的紐帯にも目配りし、そうした多
様な紐帯が機能することによって、「ブリテン国家」の各地域をつなぎ止めたことを提起した。 
本研究の成果である『複合国家イギリスの地域と紐帯』は、第一部でウェールズを中心に、
第二部でアイルランドを中心に考察した。そのため近世のスコットランドの検討は、手薄にな
ったことを認めざるを得ない。今後はスコットランドについても、ウェールズやアイルランド
と同様の知見を深めることが求められるだろう。この点は、今後も意識して追究すべき重要な
課題であろう。 
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